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令和７年度おかやま学びたい賞 受賞作品決定！

令和７年度おかやま学びたい賞には、小学校２９校から４６作品、中学校１８校から４５作品の応募がありました。

応募作品は、探究的な学習に取り組んだ学習の過程を振り返り、題材を自分事として捉え、自己決定し、試行錯誤

を繰り返すなど、児童生徒の「学びたい！」が溢れるすばらしい作品が多くありました。

Ⓒ岡山県幼児教育センター

「もんちゃん」

令和７年度おかやま学びたい賞 受賞校 令和７年度 おかやま

自 己決定賞

探 究深掘り賞

巻 き込み賞

真庭市立落合小学校
「真庭市立落合小学校５年生」

赤磐市立磐梨中学校
「赤磐HoodStar」

和気町立本荘小学校
「本荘小学校６年生」

岡山県立岡山操山中学校
「pulupulu」

和気町立佐伯小学校
「あおぞら学級」

井原市立美星中学校
「星の郷ご飯」

教 科特別賞

早島町立早島小学校
「早島！い草守り隊！」

岡山県立倉敷天城中学校
「隈元 翠」

新人賞 倉敷市立郷内小学校
「郷内小学校６年生」

https://www.pref.okayama.jp//page/959872.html

最優秀賞
早島町立早島小学校

「早島の未来を守る勇者団」

岡山県立岡山操山中学校
「つなぐ布プロジェクト」

優秀賞 和気町立佐伯小学校
「３年生」

岡山県立岡山操山中学校
「高梁紅茶をPRし隊」

新見市立野馳小学校
「芸備線を守り隊」

赤磐市立桜が丘中学校
「大自然」

最優秀賞・優秀賞作品やフォーラムの様子は
義務教育課ＨＰから見られます。



研究主任

令和７年度おかやま学びたい賞 フォーラムより来年度新しい挑戦をする時には、「知識

をもち、その知識をもちながら行動し、さ
らに行動しながら知識をさらに深め、また
行動していく。」知ることと行うことを同
時に行っていきながら、新しいものを生み
出していってください！（中山 芳一 夢
育アドバイザー）

探究的な学習をする中で「学んだこと」 最優秀賞校へのインタビュー

２月１３日（金）に行われた今年度のフォーラムは、２２校３９チームが１３グループに分かれて意見交流をし、各グループの
ファシリテートを瀬戸高校、津山高校、玉野光南高校、井原高校の生徒たちが担いました。意見交流では、探究的な学習を進
めていく過程で感じた「困った。」「難しい。」「思うようにいかない。」ときに、どのように考えたり、行動したりしたのかを紹介し
合いました。地域や校種を超えた児童生徒がオンラインで交流する（フィードバックし合う）ことで、自分の生き方を考えたり、
学びの価値を再発見したりすることができました。

これから高校に進学します
が、フォーラムを通して情報
の収集の仕方やそれのまとめ
方などを再度学ぶことができ
た。

実際に物を作ったり、いろい

ろな人の所に行って相談したり
する活動を通して、粘り強さや
コミュニケーション能力を高め
ていました。ああああああああ
ああこれからも皆さんの夢や目
標に向かっていくチャレンジを
応援しています。 中村 正芳

Ｑ：探究的な学習に教科の学習内容は、
どのように関わりましたか？

Ａ：

Ｑ：探究的な学習で難しかったことは何ですか？

Ａ：

早島町立早島小学校 岡山県立岡山操山中学校

「交流後、未来の自分にどんな
メッセージを送りましたか？」

【小学生】
・これからも「やってみたい」を
大切にチャレンジを続けてね。

【中学生】
・探究を通して、諦めずに他の方
法を探し続けるということの大
切さを学んだね。高校に行って
も探究活動の楽しさややりがい
を他の人にも伝えていこうね。

熊谷 愼之輔

夢育アドバイザー 教育長

町を流れる川の水質を調べたことをきっか
けに、環境問題について探究しました。生
き物同士のつながりを学ぶ「生態系」や節
電につながる「電気」の学習は、探究の
テーマと関わりが深く、役に立ちました。

探究を深めるほど、時間が足りなくなりま
した。また、何かを伝えるときに相手に応
じた伝え方に変えることも難しかったです。

Ｑ：探究的な学習の中で「うまくいかない」ときに
どのように解決していったのですか？

Ａ：デザイナーとコラボした商品開発をしまし
たが、試作と改善を繰り返し行いました。
商品開発は難しいですが、改善のたびに商
品がよくなっている実感がありました。ト
ライアンドエラーを繰り返し、まだ改善で
きることに幸せを感じていました。

Ａ：

Ｑ：探究的な学習に教科の学習内容は、
どのように関わりましたか？

社会科のSDGsの学習は、廃棄布に興味を持つ
きっかけになりました。

目標を再設定したり、新たな課

題を解決したりする場面がたくさ

ん見られました。

総合的な学習の時間の活動と教

科で学んだ見方・考え方をもっと

繋いで、行ったり来たりしながら

さらに学びを深めていってほしい

と思います。
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